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Research Abstract

本年は、蛍光物質であるGFPを各細胞に発現するマウスから⾻髄細胞を採取し、各⾎液系統に分化した細胞を除去したLN細胞を分離した。分離したLN細胞を、昨年培養を確⽴した⼀次グ
リア混合培養と共培養した。通常⼀次グリア混合培養内のマイクログリアは球形でTREM2陽性、Iba1陽性であるが、共培養したLN細胞は形態学的に球形のものと突起を伸ばしやや⼤型
のアメーバー様形態を⽰すものが混在していた。球形の細胞はTREM2陽性、Iba1陽性でありミクログリアに分化していると考えられたが、アメーバー様の細胞はTREM2陰性であった。 
次にグリア培養上清のサイトカインの役割を調べるためにした⼀次グリア混合培養と共培養した。通常⼀次グリア混合培養内のマイクログリアは球形でTREM2陽性、Iba1陽性であるが、
共培養培養上清でLN細胞を培養した。LN細胞は共培養したときと同様の形態を⽰し、円形のものと突起を出しているものの両形態を⽰した。しかしTREM2,Iba1は両⽅とも陽性であっ
た。 
さらに培養上清中のGM-CSF,M-CSFの役割を検討するためLN細胞をGM-CSF,M-CSFそれぞれの存在下で培養した。GM-CSFで培養したとき、LN細胞は形態学的に膨化した。TREM2は細
胞内で陽性であり、Iba1は陽性であった。LN細胞をM-CSFで培養したとき、培養上清で培養したときと同様にLN細胞は円形のものと突起を出しているものの両形態を⽰し、
TREM2,Iba1両⽅とも陽性であった。 
以上のことから⼀次グリア混合培養上清にはM-CSFが含まれていると考えられ、ミクログリアの分化環境下ではM-CSFが重要であると思われた。しかし他のグリアとの細胞接着がミクロ
グリアの形態を維持するために必要であると考えられた。現在これらの結果をまとめ論⽂準備中である。

All

 
Search Research Projects How to Use

javascript:history.back();
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20Young%20Scientists%20%28B%29
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Biological%20Sciences/Medicine%2C%20Dentistry%2C%20and%20Pharmacy/Clinical%20internal%20medicine/Neurology
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-18790590/?lid=10422643&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 2006-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (2 results)

2007 Annual Research Report

2006 Annual Research Report

Research Products (3 results)

All  2007

All  Journal Article  Presentation

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-18790590/

2007[Journal Article] TREM2-transduced myeloid precursors mediate nervous tissue debris clearance and facilitate recovery in an animal model of multiple sclerosis 

2007[Journal Article] Essential role of the microglial triggering receptor expressed on myeloid cells-2 (TREM2) for central nervous tissue immune homeostasis 

2007[Presentation] Tissue debris clearance by TREM2-transduced myeloid precursors in experimental autoimmune encephalomyelitis 

https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-18790590/187905902007jisseki/
https://kaken.nii.ac.jp/en/report/KAKENHI-PROJECT-18790590/187905902006jisseki/
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);
javascript:void(0);

